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放射線測定器の保守及び測定の信頼性の確保に関する細則 

 

放射線障害予防小委員会 

 

（目的） 

第１条 この細則は、放射線管理要領（以下「要領」という。）に基づき、放射線障害のおそれのある場所

及び、放射線施設に立ち入った者の被ばく線量の測定に係る放射線測定器等が、常に正常な機能を

維持するための事項を定め、放射線に関する安全を確保することを目的とする。 

 

 （機構が行う確認校正） 

第２条 機構は放射線障害のおそれのある場所及び、放射線施設に立ち入った者の被ばく線量の測定

に係る放射線測定機器等について、常に正常な機能を維持するための確認校正を行う。 

２ 前項の確認校正対象となる測定器は表１に掲げる通りとする。 

３ 第１項の確認校正に係る手順は手順書に定める。 

 

 （確認校正記録） 

第３条 機構は前条の確認校正について、次の各号に掲げる項目について校正の都度記録しなければ

ならない。 

（１） 確認校正の年月日及び場所 

（２） 確認校正を行なった放射線測定器の種類、型式及び個体識別のための記号番号 

（３） 確認校正を行なった放射線測定器の管理責任者または管理部局名 

（４） 標準測定器の種類、方式及び個体識別のための記号番号 

（５） γ線源の情報 

（６） 確認校正の方法 

（７） 確認校正結果及びこれに伴う措置の内容 

（８） 確認校正を行なった者の氏名は名称 

（９） その他特記事項 

 

 （放射線測定器の検出効率測定） 

第４条 事業所及び事業所を持つ部局（以下「事業所部局」という。）は、以下の放射性同位元素等の規

制に関する法律施行規則（以下「施行規則」という。）第２０条に係る放射線測定器について、測定の信頼

性確保のために各測定機器の検出効率の測定を行わなければならない。 

（１） 液体シンチレーションカウンタ 

（２） ガンマカウンタ 

（３） ２πガスフローカウンタ 

（４） 事業所に立ち入る際の外部被ばくによる実効線量が 100μSv を超えるおそれがある一時立ち入

り者の外部被ばく線量の測定に使用する個人被ばく線量計 

（５） その他、事業所における施設等の線量測定に使用する放射線測定器 

２ 前項（１）～（３）の測定器における測定の信頼性を確保するための措置は表２に掲げる通りとする。 
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 （検出効率測定の記録） 

第５条 前条の検出効率測定を行った者は、次の各号に掲げる項目について検出効率測定の都度記録

しなければならない。 

（１） 検出効率測定の年月日及び場所 

（２） 検出効率測定を行なった対象機器の種類、型式及び個体識別のための記号番号 

（３） 検出効率測定を行なった対象機器の管理責任者または管理部局名 

（４） 標準線源の核種、検定基準日、検定基準日における放射能量及び個体識別のための記号番号 

（５） 標準線源の測定年月日における放射能量（減衰補正した放射能量） 

（６） 計数率から放射能量への換算係数（Bq/cpm または Bq/cps） 

（７） 検出効率測定を行なった者の氏名は名称 

（８） その他特記事項 

 

 （体表面汚染の測定に使用する機器） 

第６条 事業所及び事業所部局が、体表面汚染の測定にハンドフットクロスモニタを使用する場合は、測

定判定結果が法令に定められた表面密度限度を超える恐れがある際に警報を発する機能を維持してい

ることを点検により確認しなければならない。 

２ 事業所及び事業所部局が、体表面の汚染が表面密度限度を超えた際に測定結果を記録する値をハ

ンドフットクロスモニタから得る場合は、施行規則第２０条に定める測定の信頼性を確保するための措置を

講じなければならない。 

 

 （信頼性の判定のための指標） 

第７条 第２条および第４条、第６条第２項の措置の結果において、装置の仕様性能から 30％を超える乖

離がある場合は、装置の管理責任者または管理部局は当該装置が正常な仕様性能を示すよう復旧さ

せるための処置として修理・調整等の措置を講じなければならない。 

２ 前項の復旧が不能であると判断された装置は、第１条の目的のための測定に使用してはならない。 

 

 

 

表１ 確認校正対象となる放射線測定器 

機器名称 対象 

GMサーベイメータ μSv/h または mSv/h 単位で線量率の測定を行う装置で、Cs-

137 によるエネルギー補償がされたもの 電離箱式サーベイメータ 

シンチレーション式サーベイメータ 

半導体式電子ポケット線量計 個人被ばく線量測定用にμSv 又は mSv（及びμSv/h 又は

mSv/h）の単位で 1cm 線量当量(率)の測定を行う装置で、Cs-

137 によるエネルギー補償がされたもの 
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表２ 放射線測定器と測定の信頼性を確保するための措置 

機器名称 措置 

液体シンチレーションカウンタ 液体シンチレーション測定用標準線源による検出効率の測定 

ガンマカウンタ ガンマ線標準線源による検出効率の測定 

２πガスフローカウンタ 面標準線源による検出効率の測定 

 

   附 則 

 この細則は、令和５年１０月１日から施行する 


